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平成 31 年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
コミュニケーション

英語Ⅱ 
４ 第３学年 

NEW FLAG English Communication Ⅱ 

OASIS 1        beam 1 New Edition 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、英語を通じて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、事実や意見

などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う授業です。 

・英語の語彙や文法については「実際のコミュニケーションでどのように使われるか」ということを意識して学習することが大切です。

常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中で最も大切な練習の 1 つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人にきちんと伝わ

るような音読を心がけましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（４単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 入試対策としての各大学過去問題 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・聞いたり読んだりし

たこと，学んだこと

や経験したことに

基づき，情報や考

えなどについて，

話し合うなどして結

論をまとめることが

できる。 

・英語の音声的な特

徴や内容の展開な

どに注意しながら

話すことができる。 

・説明や描写の表

現を工夫して，相

手に効果的に伝わ

るように話すことが

できる。 

・暗唱テスト 

 

・定期考査 

・聞いたり読んだり

したこと，学んだこ

とや経験したこと

に基づき，情報や

考 え な ど に つ い

て，文章を書くこと

ができる。 

・論点や根拠などを

明確にしながら書

くことができる。 

・説明や描写の表

現を工夫して，相

手に効果的に 伝

わるように書くこと

ができる。 

・ライティン

グテスト 

・定期考査 

・事物に関する紹介

や報告，対話や討

論などを聞いて，

情報や考えなどの

概要をとらえること

ができる 

・英語の音声的な

特徴や内容の展

開などに注意しな

がら聞くことができ

る。 

・未知の語の意味を

推測したり背景と

なる知識を活用し

たりしながら聞くこ

とができる。 

・リスニング

テスト 

・定期考査 

 

・ 説 明 ， 評 論 ， 物

語，随筆などを速

読して，概要をとら

えることができる。 

・意味の塊ごとに前

から読み取ってい

くことができる。 

・ 説 明 ， 評 論 ， 物

語，随筆などを，

聞き手に伝わるよ

うに音読したり暗

唱したりすることが

できる。 

・文章の構成を考え

ながら読むことが

できる。 

・図表との関連を考

えながら読むこと

ができる。 

・未知の語の意味を

推測したり背景と

なる知識を活用し

たりしながら読むこ

とができる。 

・速読 

・定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心をも

ち，積極的に言語活動を行

い，コミュニケーションを図ろ

うとする。 

外国語で話したり書いたりして，

情報や考えなどを適切に伝えて

いる。 

外国語を聞いたり読んだりし

て，情報や考えなどを的確に

理解している。 

外国語の学習を通して，言語やそ

の運用についての知識を身につ

けているとともに，その背景にある

文化などを理解している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価を行う。 
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４ 学習の活動  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Chapter9 

（８時間） 

[IfI hadn’t 

ｍet… ] 

・その後の人生

を決定づけ

た偶然の出

会いの物語

を読む。人と

の出会いの

大切さを考

える。 

・前置詞＋関係

代名詞 

・関係副詞の非

制限用法 

・付帯状況を表

す with 

・形式目的語の

it 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会話

を続ける。 

モデル会話に関心を持ち、

そのキーワードを参考に

しながらペアで伝え合う。 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 
・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・英文を読んで正確にメ

ッセージを伝えるため

のポイントについて読

み取ろうとする意欲が

みられる。 

・本文を音読し、①正確な

発音で話すこと、②テキ

ストを見ないで話すこ

とを目指す。 
・ペアワークで比較表現が

使えることを目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよう

に発話できる。 
・テキストを見ないで

発話できる。 
・状況に応じて発話で

きる。 

・授業中の音読を観察

する。 
・授業時間を利用して

暗唱テストまたはイ

ンタビューテストを

実施する。 

「外国語理解の能力」 

・自分の考えを英語で書

こうとする意欲がみら

れる。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理解

の程度を確認する。 
・ネイティブによる音声を

聞き、自分の理解の程度

を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切であ

るが、「間違えを恐れ

ず、前向きに取り組

む」姿勢の方をより

重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 
・ワークシートの提出。 
・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・前置詞＋関係代名詞 
 
・関係副詞の非制限用法 
 
・付帯状況を表す with 
 
・形式目的語の it 

・例文を題材として、教員

が文法的な解説をする。

生徒は、ワークシートを

使いながら理解する。 
・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理解

の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切であ

るが、「間違えを恐れ

ず、前向きに取り組

む」姿勢の方をより

重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 
・ワークシートの提出。 
・定期テストにおける

出題。 

Chapter10 

（８時間） 

[Silk Leaf ] 

 

・Julian が完

成を目指し

ている Silk 

Leaf とはど

んなものか

を読み取り、

これからの

未来に関し

て考えてみ

る。 

・The problem 

is that ～ 

・as / could

の用法 

・未来完了形 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会話

を続ける。 

本文のストーリーに関心

を持ち、そのキーワードを

参考にしながらペアで伝

え合う。 

ペア・ワークにおいて、

互いに協力しながら会

話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 
・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・Julian Melchiorri の発

明したものと彼のスピ

ーチを読んで私たちが

抱えるこれからの未来

を考えましょう。 

・例文を音読し、①正確な

発音で話すこと、②スピ

ーチ文の抑揚ををつけ

て話すことを目指す。 
・ペアワークで、会話の中

で例文が使えることを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよう

に発話できる。 
・テキストを見ないで

発話できる。 
・状況に応じて発話で

きる。 

・授業中の音読を観察

する。 
・授業時間を利用して

暗唱テストまたはイ

ンタビューテストを

実施する。 

「外国語理解の能力」 

・自分が好きな外国人に

ついて，自分の考えを

英語で表現しようとす

る意欲がみられる。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理解

の程度を確認する。 
・ネイティブによる音声を

聞き、自分の理解の程度

を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切であ

るが、「間違えを恐れ

ず、前向きに取り組

む」姿勢の方をより

重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 
・ワークシートの提出。 
・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・The problem is that ～ 
 
・as／could の用法 
 
・未来完了形 

・本文を題材として、教員

が文法的な解説をする。

生徒は、ワークシートを

使いながら理解する。 
・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理解

の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切であ

るが、「間違えを恐れ

ず、前向きに取り組

む」姿勢の方をより

重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 
・ワークシートの提出。 
・定期テストにおける

出題。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

総復習 

（56 時間） 

実践長文演

習 

文法問題演

習 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペア・ワークにおいて、

またはグループワーク

において、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

キーワードやキーセン

テンスを探しながら内

容を理解していく。 

ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら設問を解く。 

ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

副読本［OASIS / 
beam］を使って様々

なタイプの英文の実

践的長文読解と英文

法の練習を行う。 

・各問題文を速読し、設

問を決められた時間

内に精一杯解いてい

く。 

文法分野の並び替え

問題を様々な構文を

思い出しながら解い

ていく。 

・定期考査に加え、

毎週実施する内容

確認テストによっ

ても評価する。。 

「外国語理解の能力」 

副読本［OASIS / 
beam］を使って様々

なタイプの英文の実

践的長文読解と英文

法の練習を行う。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 
・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・正解して理解を確認す

ることも大切である

が、「間違えを恐れず、

前向きに取り組む」姿

勢の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・定期考査に加え、

毎週実施する内容

確認テストによっ

ても評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

副読本［OASIS / 
beam］を使って様々

なタイプの英文の実

践的長文読解と英文

法の練習を行う。 
各問題文の内容に即し

たトピックに関して

関心を持ち、もう一

段階踏み込んだん内

容理解ができるよう

に自分で調査・研究

する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説を

する。生徒は、ワーク

シートを使いながら

理解する。 
・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 
・自分の調べたことを他

の生徒たちへ発表・報

告する。 

・正解して理解を確

認することも大切

であるが、「間違え

を恐れず、前向き

に取り組む」姿勢

の方をより重視す

る。 

・授業中の取り組み

姿勢を評価する。 
・定期考査に加え、

毎週実施する内容

確認テストによっ

ても評価する 

 


